
附属支部 

 

 附属支部は、附属小学校・附属中学校、附属特別支援学校でそれぞれ情報教育の研究及び研修を行っ

ている。ここでは、主に附属中学校の取組を紹介する。 

 

１ 本校での携帯情報端末について 

本校では、2010 年度より、携帯情報端末（iPad）が全教職員に配付されている。生徒用の携帯情報

端末（iPad2）は、40 名の生徒が一斉に授業で使えるように 20 台・40 台セットの２組を用意し、授

業で効果的な活用を模索している。また、ＩＣＴ活用に向けた取組として、教室用コンピュータ（Mac 

mini）やネットワーク接続における情報共有（校内ＬＡＮ、無線ＬＡＮ、グループウェアの利用）、

教材用アプリの効果的な活用について各教科で研究している。 

 

２ ＩＣＴを活用した授業実践（数学科） 

第２学年「一次関数」での実践を紹介する。 

授業の冒頭、教師から次のような問題を提示した。 

これを提示する際、生徒が問題場面を的確に捉えられ

るように数学アプリ「GeoGebra（ジオジェブラ）」を利用

した。このアプリは、数学教材を作るためのフリーソフ

トで、図形やグラフを動的に扱うことを可能にしてくれ

るものである。GeoGebra で作成した図（資料１）で実際

に点Ｐを動かしながら問題を提示することで、△ＡＰＤ

の面積の変化の様子を、見通しをもって考察させること

ができた。 

また、図を提示する際にプロジェクタを使って黒板に

投影する手法を用いた（資料２）。最近のプロジェクタは

高輝度で単焦点のものも普及しており、黒板に直接投影

することが可能である。黒板に直接投影することの利点

は、上からチョークで加筆することが可能であったり、

図、グラフ、絵などを容易に提示できたりすることなど

が考えられる。本時では、x と y の関係を表す式を求め

る過程を、図にチョークで書き込みながらまとめる活動

を行った。 

 

３ おわりに 

ＩＣＴを活用することで、生徒の知的好奇心を喚起したり、学習内容を実感をともなって理解させ

ることができたりするなど、深い学びにつなげることができた。それだけに留まらず、教材準備の効

率化を図ることができるなど、教師側にも利点を見出すことできた。今後もより効果的なＩＣＴの活

用方法を探っていきたい。 
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資料１ GeoGebra で作成した図 

資料２ 黒板に投影した図 

縦３cm、横４cmの長方形ＡＢＣＤの周上を、点Ｐは毎

秒１cmの速さでＡからＢ、Ｃを通ってＤまで動きます。

点ＰがＡを出発してからx秒後の△ＡＰＤの面積をycm2

とするとき、xと yの関係について調べましょう。 


